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発表事項

１ 支払基金改革の進捗状況

２ 令和4事業年度特定B型肝炎ウイルス感染者給付金等支給関係特別会計予算、
事業計画及び資金計画変更

３ 支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認

４ 令和4年11月審査分の審査状況

５ 令和4年12月審査分の特別審査委員会審査状況
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１ 電子処方箋管理業務の開始

議決事項 認可日（承認日）

支払基金定款の一部変更 令和4年12月21日

支払基金電子処方箋管理業務関係業務方法書の策定 令和5年1月24日

支払基金電子処方箋管理業務に係る特別会計規程の基本的事項の策定 令和5年1月11日

令和４事業年度医療介護情報化等特別会計（電子処方箋管理業務関係）
予算・事業計画・資金計画の策定

令和5年1月11日

支払基金電子処方箋管理業務の一部委託（注） 令和5年1月24日

【概要】
・電子処方箋管理業務の開始に伴う定款の一部変更及び関連文書の整備等

（注）電子処方箋管理サービスにおいて、国民健康保険団体連合会が保有する国民健康保険の被保険者の情報等を共有する必要
があるため、当該情報等の提供を支払基金から国民健康保険団体連合会に委託する。

支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
３ 支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
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２ 電子処方箋の導入に係る補助事業の実施

議決事項 認可日

令和４事業年度医療機関等情報化補助関係特別会計予算、事業計画及び資
金計画変更

令和5年1月24日

【医療機関等情報化補助業務（医療情報化支援基金勘定）】

【概要】
・電子処方箋の導入を行う保険医療機関等に対し、システム整備費に係る補助金を医療情報化支援基金から交付で
きるようにするための変更

（参考）予算の仕組み（資金の流れ）

支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認

※運用経費

３ 支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
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３ 地域医療介護総合確保法の一部改正に伴う
医療機関等情報化補助業務・支払基金連結情報提供業務に係る文書の一部変更

議決事項 認可日（承認日）

医療機関等情報化
補助業務
（医療情報化支援基金勘定）

医療機関等情報化補助業務関係業務方法書の一部変更

令和5年1月24日医療機関等情報化補助関係特別会計規程の基本的事項の一部変更

令和４事業年度医療機関等情報化補助関係特別会計予算及び事業
計画変更

支払基金連結情報
提供業務
（連結情報提供勘定）

支払基金連結情報提供業務関係業務方法書の一部変更

令和5年1月20日
支払基金連結情報提供関係特別会計規程の基本的事項の一部変更

令和４事業年度支払基金連結情報提供関係特別会計予算及び事業
計画変更

※ 上記の業務（地域医療介護総合確保法に基づく業務）については以下のとおり「医療介護情報化等特別会計」に統合

【医療介護情報化等特別会計】

【概要】
・地域医療介護総合確保法の一部改正に伴う引用条項・特別会計名※の修正

特別会計名 勘定名

医療機関等情報化補助関係特別会計 医療情報化支援基金勘定

支払基金連結情報提供関係特別会計 連結情報提供勘定

特別会計名 勘定名

医療介護情報化等特別会計
（名称変更）

医療情報化支援基金勘定

連結情報提供勘定

電子処方箋管理勘定(新)

支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
３ 支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
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４ 保健医療情報会計関係

議決事項 認可日

令和４事業年度
支払基金事業計画及び保健医療情報会計収入支出予算変更

令和4年12月27日

【概要】▶次頁参照
① 診療報酬改定DXに係る共通算定モジュールの開発準備（事業計画・予算変更 +0.8億円）
② 柔整あはき等のオンライン資格確認に係るシステム開発（事業計画・予算変更 +1.3億円）
③ 医療介護情報化等特別会計電子処方箋管理勘定への移替え※（予算変更 2.8億円）

５ 認可事業特別会計関係

議決事項 認可日

令和４事業年度
認可事業特別会計予算、事業計画及び資金計画変更

令和4年12月23日

【概要】
・流行初期医療確保措置※に係るシステム改修準備

※ 電子処方箋管理業務の開始に伴い、本会計の情報基盤整備勘定で経理していた電子処方箋管理システム関連経費等を医療介護情報
化等特別会計電子処方箋管理勘定に移管する。

※ 感染症の特性が明らかでなく、財政支援も十分に整備されていない感染症流行の初期段階に、都道府県と特別な協定を締結した医療
機関を支援するため、当該医療機関が感染症医療の提供を行った月の診療報酬収入が感染症流行前の同月の診療報酬収入を下回った
場合、都道府県が実施主体となりその差額を支払うこと。

※ 支払基金は、保険者等から拠出金を徴収し、また、都道府県から委託を受けて、対象医療機関への減収分の差額を支払う役割を担う。

支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
３ 支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認
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（参考）保健医療情報会計の変更（令和4事業年度予算の変更）

会計区分 勘定区分 内容

保健医療情報会計

情報基盤運用勘定
オンライン資格確認等システム及び中間
サーバーの運用

情報基盤整備勘定

資格確認機能の拡充

保健医療情報の提供の充実

電子処方箋管理サービスの開発

①共通算定モジュール（診療報酬改定DX）
の開発

情報分析活用勘定

健康スコアリングレポート作成

データヘルスポータルサイトの運用

NDB関連業務の新規受託

②柔整あはき等のオンライン
資格確認に係るシステム開発
（+1.3億円）＜補助金＞

③移替え

※電子処方箋管理サービスの運用経費

（+0.8億円）＜補助金＞

３ 支払基金定款、事業計画、予算等の変更の認可及び承認


